
 
 

1 
 

 

2025 年６月 13日 

各   位 

会 社 名 株式会社ネクスグループ 

代 表 者 名 代表取締役社長  石原 直樹 

 （スタンダード市場・コード 6634） 

問 合 せ 先  

役職・氏名 取締役管理本部長  齊藤 洋介 

電 話 03-5766-9870 

 

当社子会社における旧役員の情報アクセスに関する調査のお知らせ 
 

当社の連結子会社であるチューリンガム株式会社（以下「チューリンガム社」といいます。）におい

て、旧役員による社内機密情報の大規模なダウンロードが行われていた事実が判明いたしました。こ

れを受け、当社は関連事実の調査を行うとともに、必要な対応を進めておりますので、下記の通りお

知らせいたします。 

 

記 
 
１．経緯 
2025 年５月 22日、同年５月 16日をもってチューリンガム社の代表取締役を退任した元代表取締役で

ある田中 遼氏（以下「田中氏」といいます。現株式会社クシム取締役）より、連絡ツールを通じて当

社子会社の複数の役職員に対し、機密情報を含む会社データ提供を求める依頼があったことを確認いた

しました。これらの情報は法的に保護される営業秘密又は非開示情報を含むものである上に、「引継ぎ」

と称して当社子会社が株式会社クシムにかかる情報を提供すべき義務があるかのように述べてその提

供を求めることは、正当な業務遂行を妨げ、またこれに応じた役職員の法的立場を危険にさらす可能性

のある行為であると判断し、田中氏に対して内容証明郵便による当該依頼の撤回等を正式に要請してお

ります。また、社内において、社内資料が無断でダウンロードされている疑いが生じたことから、当社

グループ各社の情報管理体制の調査を実施いたしました。 

 
２．機密情報取り扱いに関する調査について 

 この度の調査で、過去も含めて旧役員がチューリンガム社の決算関連資料及び取締役会議事録等を

含む社内機密情報を大量にダウンロードしていたことが判明いたしました。 

当該情報については、現在、社外への流出の有無を含めて調査を進めている段階であります。万が

一、当該情報の取り扱いに不適切な点があった場合には、管理上の適正を欠く行為に該当する可能性

があり、これらは当社グループの重大な問題として受け止めております。 

 

３．当社の対応 

 当社はチューリンガム社の親会社として、同社における情報セキュリティ体制の緊急点検及び運用

ルールの見直しを進めるとともに、関係者への影響についても並行して調査を実施しております。さ

らに、調査結果を踏まえて、民事及び刑事の両面からの法的措置についても検討を開始しておりま

す。 

 

当社は、こうした行為が当社グループの信用や株主価値に影響を及ぼすおそれのある重大な問題で

あると認識しております。今後も、当社及び株主の正当な権利と利益を守るべく、関係各所と連携

し、毅然とした対応を継続してまいります。 
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引き続き、株主・投資家の皆様並びに関係者の皆様におかれましては、当社及び当社子会社に対す

る一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

以 上 


